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植物細胞が「決まった場所」に分化する
しくみを研究しています。未知の植物発
生原理を見つけてみませんか。

に応じて細胞の運命が変化します。つまり、若い植
物細胞は個体内での自分の位置を認識して適
切な細胞へと分化しています。したがって、細胞が
自分の位置を知るための目印（= 位置情報）の
解明が、決まった場所に特定の細胞を作るしくみ
を理解する鍵となります。私たちは、植物の地上部
の表皮分化に注目して、この位置情報の問題に
取り組んできました。植物の表皮は器官の最外層
に作られることが知られており、位置に応じた細
胞分化を研究するための良いモデルです。私たち
は、表皮を作る遺伝子ATML1に注目し、その活
性が最外層の細胞のみに限定されるしくみを調
べています。これまでに、ATML1の転写やATML1
タンパク質の蓄積・核局在が、内側の細胞で抑制
されていることが明らかになりました。また、
ATML1の転写を調節する位置情報として、「細胞

が受ける力の違い」が関わる可能性が示唆され
ました。今後は、表皮以外の細胞分化を決める位
置情報についても解析する予定です。

（植物位置情報学分野）植物の芽生えは、必
要最小限の器官・組織を持つ単純な形をして
います。双子葉植物であれば、二枚の子葉、
芽、胚軸、根が見られます。芽生えを構成する
これらの器官は必ず決まった配置で作られ
ます。例えば地上部に根が作られ、地下部に
葉や茎が作られることはありません。では、ど
のようなしくみで、決まった場所にのみ特定
の器官・組織が作られるのでしょうか。この問
いに答えるのが私たちの研究目標です。

植物の細胞運命を決める位置情報の解明
植物の発生では、細胞系譜（どの細胞由来

か）よりも個体内での最終的な細胞の「位置」が
細胞運命の決定に重要であることが分かってい
ます。発生途中で細胞の位置が変わると、位置
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